
•移植後免疫抑制剤内服中グレープフルーツ禁⽌（病院⾷では免
疫抑制剤に影響する⾷品を不使⽤）
・無菌⾷（移植⽇〜⽣着⽇まで）

・料理は加熱殺菌(90℃90秒以上) ・⽣野菜、⽣果物、発酵⾷品不使⽤
・個別包装の加⼯品や調味料 ・嗜好や症状に応じた個別対応

⾷ 種 常⾷(無菌管理⾷)

病院⾷での対応
料理にふたやラップ,⽣野菜,⽣果物可
温かい料理65℃以上,冷たい料理5℃以下

で保管
個別対応 適宜

⾷品衛⽣レベル
⽣もの,かび・菌が多い⾷品(納⾖,未加⼯

のはちみつ,⽣クリーム等)不可
発酵⾷品(ヨーグルト,漬物等)可

持ち込み品 包装形態 個包装(開封後24h以内)
弁当や総菜 個包装、冷蔵保管、開封後⾷べきり

⼿作りの持ち込み⾷ 移植後不可
院内アイス・コーヒー

ショップ 移植後不可

・無菌管理⾷（移植前、⽣着後）

⽣活環境について
⾷事の衛⽣管理について

無菌管理食 無菌管理食

前処置 移植日 生着 退院

無菌食

• 免疫抑制剤内服
退院後の⾷事
→移植パンフ
レット参照



• 移植〜⽣着後
⾷事量が減少している時期です。必要栄養量を

確保するために少量⾼カロリーの栄養補助⾷品を
飲んでいただいたり、経管栄養や経静脈栄養を総
動員して栄養管理を⾏います。 If the gut works, use 
it（腸が使えるなら腸を使え）という有名な格⾔
がありますが、経静脈栄養に⽐べて経腸栄養のほ
うが感染予防や⾎糖管理などに有利です。そのメ
リットゆえに、近年造⾎幹細胞移植後の栄養管理
では、経管栄養を⾏うことが増えています。

イラストはフリー素材集https://www.irasutoya.com/より引⽤

症状への対応 ⾷事量が減少した時 栄養補助⾷品の使⽤

https://www.irasutoya.com/


症状への対応 病院⾷での対応
イラストはフリー素材集https://www.irasutoya.com/より引⽤

⾷事量が少しでも増える
ように、病院⾷や購⼊品
など⾊々試して、⾃分が
⾷べやすいものを⾒つけ
ます。また、⽔分摂取も
⼤切です。飲むこと、⾷
べることが重要な時期で
す。退院後も意識してと
るようにしましょう。

https://www.irasutoya.com/

